
1 

 

令和６年度第５回千曲市教育委員会定例会会議録 

 
１．日 時 

令和６年８月２１日（水）午前９時００分から午前１０時３０分 

２．場 所  

千曲市役所 ３０２会議室 

３．会議日程 

  １．開会 

  ２．教育長あいさつ 

  ３．提出議案 

４．報告事項 

５．その他 

６．閉会 

 

４．議 題 

○議 案 

  議案第１５号  令和６年度千曲市一般会計（第２号補正）教育関係予算について 

議案第１６号   千曲市教育委員会規則で定める様式における押印の廃止に関する規則の 

        一部を改正する規則 

議案第１７号  千曲市教育委員会要綱で定める様式における押印の廃止に関する要綱を 

        制定する告示の一部を改正する告示 

議案第１８号  千曲市立図書館の図書館資料の利用に関する要綱の一部を改正する告示 

議案第１９号  千曲市文化財保存活用地域計画協議会委員の委嘱について 

議案第２０号  第三次千曲市スポーツ推進基本計画について 

 

〇報告事項 

報告第２３号   教育長、部・課長報告について 

報告第２４号  行事の共催・後援について 

報告第２５号  ９月の各課の行事予定について 

 

５．その他 

（１）次回定例会の開催について 

  （２）その他 

６．出席者 

○委 員 

小松信美教育長   中村洋一職務代理者   松田祐子委員 

新海敦子委員  吉味淳委員  若林直美委員 

○教育委員会担当部局 

  小岩教育部長、吉池文化創造担当部長（歴史文化財センタ－所長事務取扱い）、小林教育総務課長、 

湯原生涯学習課長、町田スポーツ振興課長、平原文化課長、松峯第二学校給食センター所長、 

田中総務係長、北沢総務係主任 
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１．開会  教育部長 

 

２．教育長あいさつ  教育長 

 

３．提出議案  （教育長進行） 

【議案第１５号】 令和６年度千曲市一般会計（第２号補正）教育関係予算について 

教育部長       －資料に基づき説明－ 

委員         戸倉創造館の冷房の修理について、現在、冷風扇が置いてあり、機械の音が

大きく感じます。音楽イベントで利用するには不向きでは。利用する団体は

そのことはご存知なのでしょうか。 

生涯学習課長     周知をしていかなければならないと考えています。 

           〈異議なし〉 

 

【議案第１６号】  千曲市教育委員会規則で定める様式における押印の廃止に関する規則の一部を 

         改正する規則 

【議案第１７号】  千曲市教育委員会要綱で定める様式における押印の廃止に関する要綱を制定する

告示の一部を改正する告示 

教育総務課長     －資料に基づき２議案を一括して説明－ 

           〈質疑なし〉〈異議なし〉 

 

【議案第１８号】  千曲市立図書館の図書館資料の利用に関する要綱の一部を改正する告示 

生涯学習課長     －資料に基づき説明－ 

教育長        マイナンバーカードだけで利用できるようになりますか。 

生涯学習課長     前提として、図書館の利用カードを持っている方がマイナンバーカードと紐

づけをすることによって利用できます。 

委員         ２回目以降からはマイナンバーカードだけで利用できるということですか。 

生涯学習課長     利用カードを作り、マイナンバ－カ－ドと紐づけることでそのようになりま

す。 

           〈異議なし〉 

 

【議案第１９号】  千曲市文化財保存活用地域計画協議会委員の委嘱について 

文化創造担当部長   －資料に基づき説明－ 

           〈質疑なし〉〈異議なし〉 

 

【議案第２０号】  第三次千曲市スポーツ推進基本計画について 

スポーツ振興課長   －資料に基づき説明－ 

委員         「千曲ラン」、「千曲川ハーフマラソン」について、魅力あるものにしていっ 

            ていただきたい。特に、千曲川ハーフマラソンはコースの問題などいろいろ

な課題があることは承知していますが、例えば、水辺の楽校の中をコースに

できればという声も聞いております。また、これも何回も検討していること

は承知しているのですが、温泉街をコースに。こちらは、警察の許可が出な

いということも分かりますが、何とか千曲川沿いのスポーツ資源と観光資源

とを上手く融合できる方法をご検討、ご審議いただければと思います。 

スポーツ振興課長   できる限り千曲市の魅力の発信や千曲市の財産の活用、また、スポーツの交

流人口が増えるような方法で実施していきたい。 

生涯学習課長     水辺の楽校の環境整備は都市計画課が行っておりますので、一緒に検討して

いきたい。 
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教育長        いずれにしても、状況を見ながら対応して参りたいと思っております。 

委員         千曲市のスポーツ施設は結構数がありますが、学校の体育館や施設によって

条件が違い、施設内でボールを使用してはいけない場所があります。競技ご

とに平等に施設が取れていないという現状があると思います。小中学校のご

厚意で借りているので、ルールは守らなければいけないと思いますが、今後、

千曲市が管理する施設がもう少し増えれば、こういった問題も解消できるの

ではないでしょうか。 

スポーツ振興課長   学校施設を社会体育施設として開放していただいている側面がありますので、

施設の安全上、ボールを蹴るようなスポーツは、施設が傷みやすく、制限が

かかることは仕方がないと思います。多用途な利用ができる施設を増やして

ほしいという意見は、様々な団体からいただいておりますが、現在市内に６

つの体育館がある状況で、これ以上施設を増やすことは現実的には厳しいと

考えています。現在、スポーツも多種多様になってきておりますので、現状

の施設を工夫しながら利用していくのが主であります。 

委員         学校が夏休みに入り、地域の中学生と話をする機会がありました。その中で、

何人かの子どもは、「自分の行く中学校にはやりたいスポーツの部活がないの

で、部活には入らない」ということを決めていたそうです。ですが、部活動

の地域移行ができあがってきて、指導者の方々が門戸を広げてくださったお

かげで、やりたかったスポーツが自分の学校ではないところでできるように

なったと、とても喜んでいました。部活動の地域移行は課題が多く、予算面

でも大変ですが、事業を進めていただけたらというお願いです。 

教育長        令和８年度には完全移行する予定でおりますが、安定的な運営ができるため

には、やはり一番の課題は資金面です。受益者負担の金額という部分も考慮

しながら、検討をし、丁寧な周知をしていかなければいけないと思っており

ます。 

委員         今まで学校教育でカバーしていたものを地域でカバーするわけですから、地

域が負担するべきだと思います。個々の賛助会員の皆さんから募るという方

法もありますが、行政として予算要求をしっかりとしていってもらいたい。

地域移行に際し、市からも国からも、どこか  らもお金が出ない、という

のはとても無責任でおかしな話であって、税金から教育に回すのが筋だと思

いますので、教育委員会事務局、市議会でも検討いただいて、予算化してい

くようお願いします。 

教育長        仰るとおりで、国の事業で進めておりますので、国がもっと責任をもってほ 

しいという思いはあります。長野県内のクラブも増えてきますと、千曲市へ 

配分される予算が少なくなる、という現状があります。県も検討を重ねてい

るようですが、千曲市としても引き続き補助の要望をしっかり行っていきた

いと思います。また、千曲坂城クラブの理念を大事にしながら、千曲市、坂

城町両市の自治体の事情も考慮しつつ、対応をしてまいります。 

 

４．報告事項 

【報告第２３号】 教育長、部・課長報告について 

教育長        －資料に基づき説明－ 

スポーツ振興課長   パリ五輪、和田彩未選手のパブリックビューイングを実施いたしました。参

加者はご親族、内川地区の区民の皆様総勢で 60 名ということで、和田選手、

小林選手のご親族の方に応援幕を作っていただいて観戦いたしました。また、

懸垂幕は現在作成中で、８月下旬には庁舎北側に掲げて、市民の方にも周知

をしていきたい。 
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【報告第２４号】 行事の共催・後援について 

〈質疑なし〉 

 

【報告第２５号】 ９月の各課の行事予定について 

総務係長       －資料に基づき説明－ 

〈質疑なし〉 

 

５．その他 

【次回定例会の開催について】 

教育長        －次回定例会日程について確認－ 

 

【その他】 

生涯学習課長     －コミュニティスクールの補足説明－ 

総務係長       －第 67 回長野県市町村教育委員会研修総会（諏訪大会）について－ 

総務係長       －更埴郡市教育委員会連絡協議会研修会について－ 

スポーツ振興課長   －中央公園市民プールの利用状況について－ 

教育長        8 月 19 日現在で合計 16,200 人くらいですが、昨年と比較して利用状況は。 

スポーツ振興課長   開園日数が異なるため単純な比較はできませんが、昨年は 30 日間の開園で

16,500 人ほどでした。今年は現時点で同じくらいの数字ですので、大変来場

者が多いかと思っております。8月 12 日は 1,000 人を超えて、流水プールも

大変込み合ったという状況でしたが、多くの皆さんに楽しんでいただけたと

思っております。 

委員         12 日のお話ですが、1,000 人を超えるというのは、プールのキャパシティ上、 

           セキュリティ上、はどうでしょうか。入場制限をかけるということも必要か

と思いますが。 

スポーツ振興課長   現場でも入場制限についての検討は行いました。まず、キャパシティの問題

ですが、ロッカーは 1,000 個ありませんのでその辺りは厳しいと思います。

また、一番の問題は駐車場の確保です。市民プール開園期間中は、更埴中央

公園のグラウンドを開放して、全部で 200 台ほどの駐車場がありますが、12

日は９割５分くらいの駐車になりました。どこかの時点で入場制限をかけな

ければいけないという判断の寸前までなりました。また、施設内の監視員で

すが、土日祝日の混雑が予想されるときは、平時の 1.5 倍の人数を配置して、

多くの目で安全確認ができるように努めています。2,000 人を超えると受け

皿としては限界だと思いますので、1,000 人を超えた場合にはその辺りを考

慮しながら検討していきたいと思っております。 

 

６．閉会  教育部長 

 

 

 

 

 


